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1．事業の⽬的およびゴール 
 

平成 20 年に設置された「獣医学教育の改善・充実に関する調査研究協⼒者会
議」（以下，第 1 期協⼒者会議）は 3 年間の議論を⾏い，平成 23 年に獣医学教
育改⾰に関する提⾔として「獣医学教育の改善・充実について」（以下，第 1 期
報告書）を取りまとめ，具体的⽅策として「国際⽔準の獣医学教育の実施に向け
た改⾰⼯程」（以下，改⾰⼯程）を報告した。その後，⼗分に議論を⾏えなかっ
た事項への対応や「改⾰⼯程」のフォローアップを⽬的として，平成 24 年に第
2 期協⼒者会議が設置され，2 年間の議論を経て，平成 26 年に報告書が取りま
とめられた（第 2 期報告書）。 

現在（令和元年），第 2 期報告書の公開から 5 年が経過し，共同教育を実施し
てきたすべての⼤学が完成年度を迎え，共⽤試験は全ての⼤学が受験し，（公財）
⼤学基準協会による獣医学教育評価も開始されるなど，改⾰⼯程に沿った獣医
学教育改⾰が著しく進捗している。また，国際⽔準の獣医学教育実施に向けた獣
医学教育モデル・コア・カリキュラム（以下，獣医学コアカリ）の改訂作業も平
成 30 年度から開始されている。このような状況を踏まえ，獣医学教育改⾰の進
捗状況をフォローアップ調査し，今後の改善⽅針を決定することは緊喫の課題
となっていた。 

そこで本調査研究では，改⾰⼯程フォローアップ調査と獣医学コアカリ改訂
に関する調査研究を実施することを⽬的として実施した。「獣医学コアカリ」は
「改⾰⼯程」の根幹をなしており，両事業を並⾏して進めることで，体系的かつ
合理的な事業実施が可能となる。なお，とりまとめた改訂版獣医学コアカリは，
全国獣医学関係代表者協議会のホームページを通じて PDF で公開するとともに
獣医系 17 ⼤学へ周知を図り，各⼤学の獣医学教育改善を促し，今後もその実施
状況についてフォローアップを継続することが必要である。 
 
 
2．事業の実施⽅法及び分析⼿法 
 
（1）実施⽅法 
 ① 改⾰⼯程フォローアップ調査 
 本事業では，13 名の委員からなる「改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者
会議」（以下，改⾰⼯程有識者会議）による定期的な会議を実施することで作業
を進めた（必要に応じてメール審議を開催した）。具体的には，事業期間中に 4
回の開催を予定していたが，コロナウイルス感染防⽌のため，対⾯会議が１回開
催できなかった。 
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○ 改⾰⼯程有識者会議による調査内容 
改⾰⼯程有識者会議では，「改⾰⼯程」5 本柱のうち，「獣医学コアカリの策定

と実施」を除く，「教育研究体制の整備」，「分野別第三者評価導⼊・実施」，「共
⽤試験導⼊・実施」，「附属動物病院・実習環境の改善」の 4 ⼯程の進捗状況につ
いてフォローアップ調査を実施し，コアカリ有識者会議と連携することで，全体
として体系的な調査を⾏った。具体的な調査項⽬と内容については，改⾰⼯程有
識者会議において議論し決定した。なお，フォローアップ調査対象は，獣医系 17
⼤学を対象とした。 
○ シンポジウムへの参加並びに国際的獣医学教育の動向に関する調査研究 
 OIE（国際獣疫事務局）ならびに欧⽶の獣医学教育に関係するシンポジウムが，
委託期間中に開催されることとなった場合は，積極的に参加し，国際的な獣医学
教育に係る情報の取得に努め，調査⽅法へ適宜取り⼊れる予定であった。そのた
め，2020 年 3 ⽉にアメリカで開催された AAVMC（アメリカ獣医系⼤学協会）
総会へ出席予定であったが，コロナ感染防⽌の観点から，急遽，出席を取りやめ
た。⼀⽅，コロナ感染防⽌対策が開始される前の，同年 2 ⽉には欧州獣医学教
育機関協会（EAEVE）の Dr. Martinot 会⻑を訪問し，我が国が取り組む国際⽔
準の獣医学教育に関して意⾒交換を⾏い，獣医学教育の国際的標準化に向けた
取組について調査した。なお本調査研究は，コアカリ改訂調査研究とあわせて⾏
うことで，効率化を図った。 
 
② 獣医学コアカリ改訂に係る調査研究 
 本事業では，13 名の委員からなる「獣医学コアカリ検討有識者会議」（以下，
コアカリ有識者会議）および 5 名の委員からなる「コアカリ有識者会議ワーキ
ンググループ」（以下，コアカリ有識者会議 WG）により，定期的な会議を実施
することで作業を進めた（必要に応じてメール審議を開催した）。具体的には，
コアカリ有識者会議は事業期間中におよそ 6 回，コアカリ有識者会議 WG は事
業期間中におよそ 4 回の開催を予定していたが，コロナウイルス感染防⽌のた
め，それぞれ 4 回と 3 回の開催となった。 
○ コアカリ有識者会議による調査研究内容 
 コアカリ有識者会議では，平成 30 年度に実施した獣医学コアカリ案に係る
アンケート調査における調査項⽬・内容を検討することで，獣医学コアカリ案の
改善点等が的確に把握できる調査項⽬およびその内容を，構成員の合意の下で
策定した。また，その策定内容に沿って調査研究を実施し，改訂版獣医学コアカ
リ案を策定した。 
○ 獣医学コアカリ案に係るアンケート調査 
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獣医学コアカリ案に係る第２回アンケート調査を，導⼊分野，基礎獣医学分野，
病態獣医学分野，応⽤獣医学分野，臨床獣医学分野の５分野を含めて実施した。
アンケート調査は，獣医系⼤学として 17 ⼤学・約 700 名（各⼤学約 40 名程
度）に加え，ステークホルダーとして⽇本獣医師会からの意⾒聴取も⾏った。 
○ シンポジウムへの参加並びに国際的獣医学教育の動向に関する調査研究 
 OIE（国際獣疫事務局）ならびに欧⽶の獣医学教育に関係するシンポジウムが，
委託期間中に開催されることとなった場合は，積極的に参加し，国際的な獣医学
教育に係る情報の取得に努め，調査⽅法へ適宜取り⼊れる予定であった。そのた
め，2020 年 3 ⽉にアメリカで開催された AAVMC（アメリカ獣医系⼤学協会）
総会へ出席予定であったが，コロナ感染防⽌の観点から，急遽，出席を取りやめ
た。⼀⽅，コロナ感染防⽌対策が開始される前の，同年 2 ⽉には欧州獣医学教
育機関協会（EAEVE）の Dr. Martinot 会⻑を訪問し，我が国が取り組む国際⽔
準の獣医学教育に関して意⾒交換を⾏い，獣医学教育の国際的標準化に向けた
取組について調査した。なお，本調査研究は，改⾰⼯程調査とあわせて⾏うこと
で，効率化を図った。 
 
（2）分析⼿法 
① 改⾰⼯程フォローアップ調査 
 上記の実施⽅法に基づいて集積したデータを，改⾰⼯程有識者会議で精査し
検討することで，各⼤学における改⾰⼯程進捗状況を取りまとめた。その後，フ
ォローアップ調査の結果とその分析案を獣医学関連諸団体へ提⽰し，各団体の
意⾒を聴取した。最終的に，調査結果・分析案とそれに対する獣医学関係の各団
体意⾒等を考慮し，改⾰⼯程の進捗状況に関する課題等を分析・整理したうえで，
令和元年度内に改⾰⼯程有識者会議で最終の合意のもと，各種団体のコンセン
サスを得た調査・分析結果とする予定であった。しかし，コロナ感染防⽌のため，
各種団体の総会が令和元年度中に開催されなかったことから，最終的に令和 2
年 5 ⽉ 22 ⽇の全国⼤学獣医学関係代表者協議会総会（Web 開催）で了承を得
た。 
 
② 獣医学コアカリ改訂に係る調査研究 
 上記の実施⽅法に基づいて集積したデータを取りまとめ，コアカリ有識者会
議およびコアカリ有識者会議 WG で我が国の獣医学コアカリに取り⼊れるべき
内容について精査検討することで，獣医学コアカリ改訂案を作成し，アンケート
調査を実施した。アンケート調査結果ならびに私案は，全国の獣医学教育に携わ
る教員ならびに獣医学関連諸団体へ提⽰し，可能な限り直接意⾒聴取を⾏った。
集約された意⾒は，有識者会議で再度検討し，精査することで，有識者会議構成
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員の合意のもとで獣医学コアカリ改訂内容を決定した。改訂内容の⼀部は英⽂
化しており，我が国の国際⽔準の獣医学教育実施状況を，諸外国に向けて発信す
る予定としている。 
 なお，これらの分析並びに検討においては，ホームページに公表して全国の獣
医学関係者の意⾒も聴取した（パブリックコメントの実施）。 
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１．改⾰⼯程フォローアップ調査 
 
（１）フォローアップ調査結果概要 
 獣医学教育改⾰⼯程フォローアップ調査結果概要について、次に⽰す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）フォローアップ検討有識者会議検討状況・名簿・議事要旨 

①改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議（改⾰⼯程有識者会議）メンバ
ー 
折⼾ 謙介（⿇布⼤学），久和 茂（東京⼤学），○佐藤 晃⼀（⼭⼝⼤学・委員⻑），
嶋⽥ 照雅（⼤阪府⽴⼤学），鈴⽊ 浩悦（⽇本獣医⽣命科学⼤学），滝⼝ 満喜，
（北海道⼤学）中⼭ 智宏，（⽇本⼤学）中⼭ 裕之，（東京⼤学），芳賀 猛，（東
京⼤学）堀 達也，（⽇本獣医⽣命科学⼤学）堀 正敏，（東京⼤学）村上 賢，
（⿇布⼤学），⼭岸 則夫，（帯広畜産⼤学）  
 

②改⾰⼯程フォローアップ調査検討状況（会議実績⼀覧） 
○第１回改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議 
・⽇時︓2019 年 11 ⽉ 12 ⽇（⽕） 9:00〜11:00 
・場所︓東京⼤学農学部フードサイエンス棟 1F ⼤会議室 
○第２回改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議 
・⽇時︓2020 年 1 ⽉ 21 ⽇（⽕） 9:30〜11:35 
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・場所︓東京⼤学農学部フードサイエンス棟 1F ⼤会議室 
○第３回改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議 
・⽇時︓2020 年 2〜３⽉（新型コロナ感染防⽌のため中⽌） 
○第４回改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議 
・⽇時︓2020 年 3 ⽉ 24 ⽇（⽕） 
・メール会議 

 
③改⾰⼯程フォローアップ調査検討有識者会議議事要旨 
○第１回 

以下の事項について検討を⾏い，実施⽅針を検討するとともに，次回までの
作業内容が決定した。 
１）改⾰⼯程有識者会議委員の紹介，２）獣医学教育改⾰⼯程フォローアッ
プ調査事業の⽅針の決定，３）具体的な調査実施⽅法の決定，４）その他︓
今後のスケジュール検討 

○第２回 
以下の事項について，各分野の調査実施状況の報告と討議を⾏い，調査報告
書の作成⽅針が決定し，委員⻑より次回会議までに作成することが依頼さ
れた。 
１）前回議事の確認，２）獣医学教育改⾰⼯程フォローアップ調査実施状況
の報告と精査︓(1)教育研究体制の整備状況，(2)分野別第三者評価導⼊・実
施状況，(3)共⽤試験導⼊状況，(4)附属動物病院・実習環境の改善状況，３）
その他︓今後のスケジュール決定 

○第４回 
新型コロナウイルス感染防⽌の観点から対⾯での会議開催ができなかった
ことから，フォローアップ調査報告書(案)についてメール会議し，内容を決
定した。 

 
 
（３）フォローアップ調査結果詳細 
 教育体制整備状況、附属動物病院・実習環境の改善状況、共⽤試験導⼊・実施
状況、分野別第三者評価導⼊実施状況については、別添資料１として報告する。 
 
（４）資料 
別添資料１「獣医学教育改⾰⼯程フォローアップ調査」検討まとめ 
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２．コアカリ改訂報告書 
 
（１）獣医学コアカリ改訂案の概要 

獣医学コアカリ改訂案の概要について、次に⽰す。 
 
 
 

 
（２）アカリ有識者会議での問題点	
 現⾏の獣医学コアカリは５１講義科⽬と１９実習科⽬から構成されている。
コアカリ有識者会議で，現⾏コアカリの問題点を検討した結果，下記に⽰す問題
点が挙げられた。 
アカリ掲載内容は「全授業科⽬の 3 分の 2」の時間数では教えられない 
アドバンストで教えるべき到達⽬標などが⼊り全体のボリュームが増えている 
科⽬間で到達⽬標の重複事項が多いが，何が重複しているが明確でない 
コアカリの内容が多すぎるため，共⽤試験までに臨床系各論を教えることがで
きない科⽬がある 
実習科⽬が現在の動物福祉に配慮できていない 
実習科⽬の到達⽬標の達成に必要な施設・設備が⼤学によって⼤きく異なる 
⽬指す獣医師像が明⽰されておらず，卒業時に習得しているべき資質・知識・技
能が明確でない 
 
 
 
（２）コアカリ改訂有識者会議検討状況・名簿・議事要旨 

①獣医学コアカリ検討有識者会議（コアカリ有識者会議）メンバー 
○猪熊 壽（帯広畜産⼤学），苅和 宏明（北海道⼤学），久和 茂（東京⼤学），

昆 泰寛（北海道⼤学），○佐藤 晃⼀（⼭⼝⼤学・委員⻑），志⽔ 泰武（岐⾩
⼤学），○鈴⽊ 浩悦（⽇本獣医⽣命科学⼤学），○滝⼝ 満喜（北海道⼤学），
○芳賀 猛（東京⼤学），三澤 尚明（宮崎⼤学），森⽥ 剛仁（⿃取⼤学），亘 
敏広（⽇本⼤学），⼭下 和⼈（酪農学園⼤学），○コアカリ有識者会議 WG 委
員 

 
②獣医学コアカリ改訂検討状況（会議実績⼀覧） 

○第１回コアカリ有識者会議 
・⽇時 2019 年９⽉ 12 ⽇(⽇) 9:30〜10:30 
・場所︓つくば国際会議場⼩会議室 304 
○第 1 回コアカリ有識者会議 WG 会議，第２回コアカリ有識者会議 
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・⽇時︓2019 年 10 ⽉ 20 ⽇(⽇) 10:00〜12:00，13:00〜15:20 
・場所︓東京⼤学農学部フードサイエンス棟 1F ⼤会議室 
○第３回コアカリ有識者会議（コアカリ有識者会 WG 会議を含む） 
・⽇時︓2019 年 12 ⽉15 ⽇(⽇)  10:00〜14:00 
・場所︓東京⼤学農学部フードサイエンス棟 1F ⼤会議室 
○第４回コアカリ有識者会議（コアカリ有識者会 WG 会議を含む） 
・⽇時︓2020 年 2⽉1 ⽇(⼟)  13:00〜15:30 
・場所︓東京⽥町 CIC 2 階 多⽬的室 3 
 

③コアカリ検討有識者会議およびコアカリ有識者会議 WG 議事要旨 
○第１回︓令和元年度委員の紹介の後，以下の事項について検討を⾏い，実
施⽅針を検討するとともに，次回までの作業内容が決定した。 
１）コアカリ改訂経緯の情報共有，２）実施予定の協議と決定，３）今年度
検討事項 
○第２回︓以下の事項について，各分野の改訂作業実施状況の報告と討議を
⾏い，改訂⽅針が決定し，委員⻑より次回会議までに作成することが依頼さ
れた。 
１）現⾏コアカリ（学系カリキュラム指針）の改訂進捗状況，２）コアカリ
キュラムの考え⽅，３）コアカリ英⽂化，４）今後のスケジュール 
○第３回︓以下の事項について協議を⾏った。１）改⾰⼯程有識者会議との
情報共有，２）現⾏コアカリの改訂確認と獣医師の資質・能⼒の意⾒集約，
３）コアカリキュラム改定⽅針の転換，４）現⾏コアカリの修正依頼，５）
コアカリ英⽂化 
○第４回︓以下の事項について協議を⾏った。1）コアカリ改訂責任者への
改定依頼状況，2）コアカリ改訂責任者への英⽂化依頼状況と問題点，3）
新コアカリ項⽬ A の意⾒集約状況と取扱，４）コアカリ改訂内容の分析及
び検討に関する，提⽰とパブコメ実施，５）今後の作業内容 
●第１回有識者会議 WG 会議︓以下の事項について検討し，有識者会議へ
上申した。１）コアカリキュラムの考え⽅について，２）コアカリ英⽂化に
ついて，３）今後のスケジュールについて 

 
（３）全国のコアカリ現状分析 

①共同教育課程および単独教育課程の獣医学教育実施状況 
 全国の獣医学関係⼤学においては，獣医学教育モデル･コア･カリキュラム
（獣医学コアカリ）の実施を基本に教育改⾰が進められ，カリキュラムや教員
組織は獣医学コアカリが実施できるように設計されている。 
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国⽴⼤学の８校では，獣医学コアカリを実施するために４つの共同教育課
程を設置している。なかでも，２つの共同教育課程においては，EAEVE（欧州
獣医学教育機関協会）の認証を受けており，国際⽔準の獣医学教育を実践して
いる。３つの国公⽴⼤学単独教育課程においても，獣医学コアカリへの対応は
⾏われている。⼀⽅，共同教育課程においては，遠隔講義または学⽣や教員の
移動による講義や実習が⾏われているが，遠隔講義システムの更新，学⽣や教
員の移動費⽤の捻出，教員数の維持が問題となっており，今後それらへの対応
が求められている。また，複数の国公⽴⼤学において，⼤動物臨床等の教育施
設や教員数の不⾜が⾒られる。私⽴６⼤学は現在いずれも単独教育課程を実
施している。学是や⽴地条件などの違いから，私⽴⼤学の教育にはそれぞれの
⼤学の特⾊があるものの，獣医学コアカリに対応した教育を実践している。な
お，1 校が EAEVE の予備審査（Consultative Visitation）を受審しており，
数年後の本審査へ向けた準備を開始している。 
 このように，全ての⼤学において獣医学コアカリを実施しているが，いくつ
かの⼤学で，臨床実習施設，教員数，病理解剖検体数などに不⾜が⾒られ，⼗
分な獣医学教育の実施のためにはさらなる財務的基盤や外部⽀援施設の確保
などが必要となっている。 
 
②獣医学コアカリへの対応状況 
 基礎系分野の講義および実習，病態系分野と応⽤系分野の講義，臨床系分野
の講義および実習に関して，多くの⼤学で獣医学コアカリに対応している。⼀
⽅，病理解剖実習に関しては，動物種や剖検数の点で，いくつかの⼤学では改
善が必要とされ，特に国際認証を⽬指す⼤学においての課題となっている。臨
床系分野では，いくつかの⼤学では国際認証にあわせた，総合参加型臨床実習
に重点をおいた実習体系がとられており，外部連携機関の協⼒が必要となっ
ている。この様に，基本的に全ての⼤学で獣医学コアカリに沿った講義および
実習が⾏われているが，教員数減により専任教員を確保できていない科⽬が
存在すること，実習経費や施設・設備の維持更新経費の確保が困難なことなど，
今後の課題も残されている。 
 
③総括 
 各⼤学で獣医学コアカリに対応するための努⼒がなされ，それに準拠した
講義および実習が⾏われることで，全国の獣医系⼤学で⼀定⽔準の獣医学教
育が⾏われている。⼀⽅，国際認証を⽬指した⼤学とそれ以外の⼤学で，病態･
応⽤･臨床の教育，施設・設備，連携先において差異が⽣じている。 
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今後は，各⼤学の特徴を⽣かしつつ，平成２３年に「獣医学教育の改善・充
実に関する調査研究協⼒者会議」により⽰された「国際⽔準を⽬指した獣医学
教育の改善・充実」に対する⽅針を再確認し，更なる改善を⾏う必要がある。
あわせて，国としても息の⻑いフォローアップを⾏うとともに，必要に応じた
後⽅⽀援をすることが，獣医学教育の質向上と社会の要請に応える⼈材育成
の貢献に必須である。 

 
（４）資料 
 別添資料２「獣医学教育モデル・コア・カリキュラム（⽇本語版）」 
 別添資料３「獣医学教育モデル・コア・カリキュラム（英語版）」 
 別添資料４「獣医学教育により養成する獣医師像」 


